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序　論
平成12年の「大学における学生生活の充実方
策について」(文部省高等教育局・大学における
学生生活の充実に関する調査研究会，2000)で
は、今後の大学の在り方について、多様化して
いる学生像に対応するために「教員中心の大学」
症例・実践報告
大学教育の中における課外活動の教育的意義
─ つくば国際トレーナー活動研究会における取組み ─
鈴木康文，佐藤和典，永井智
つくば国際大学医療保健学部理学療法学科
────────────────────────────────────────────
【要　旨】平成21年４月に設立した本学の課外活動団体「つくば国際トレーナー活動研究会」のこ
れまでの活動を通して、大学教育の中における課外活動の教育的効果について検討した。
トレーナー活動研究会の学外での実体験を伴った活動（近隣地域のマラソン大会や高等学校の部
活動でのトレーナー活動、震災後のボランティア活動など）は、正規のカリキュラムを学習する上
で必要な知的好奇心を高めるよい機会であった。併せて、責任と自覚、人間関係の構築、リーダー
シップや他者との協調性といった社会の中で生き抜くための基本的な能力の涵養に役立つと考えら
れる。
このような実践的な課外活動が、今大学教育で求められている総合的な学習経験に繋がり、創造
的思考力の育成の一助となり得る。本学のような医療保健分野の教育では、臨床実習のような問題
解決能力が求められるような場面において、課外活動で得られた経験をどのように活用できるかが
今後の課題といえる。
(医療保健学研究　第４号：51-60頁／2013年３月６日採択)
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から「学生中心の大学」へ視点を変更するとと
もに、学生に対する指導体制の充実を図ること
が提唱され、そのひとつに課外活動の積極的な
捉え直しが示されている。
正規のカリキュラムの修学で学ぶことができ
ない学生の自主性をもとに行われる課外活動で
は、集団活動の中での学生の自主性や協調性、
豊かな情操性を身に付け、健全な心身の発達を
促す効果が期待できる。
本学医療保健学部は保健・医療分野の一翼を
担う専門職の育成を目的としているが、その中
でも理学療法学科では、スポーツ傷害に対応で
きる理学療法士を目指す学生の入学が少なくな
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い。このような学生の希望があることを踏まえ、
課外活動団体「つくば国際トレーナー活動研究
会」を設立した。
体育大学等のトレーナー活動の活動内容に関
する報告は散見されるが(泉，2011；下河内他，
2011；宝田，2008；山本，2004a；山本，1994)、
それらは学内にスポーツ選手を多数抱える大学
のスポーツ医科学サポート（スポーツ選手の健
康管理やコンディションニング、アスレティッ
クリハビリテーション等）の実践報告や学生ト
レーナー育成のためのシステムの紹介であり、
トレーナー活動の教育的効果についての報告に
ついては見当たらない。そこで本論文では、本
学のトレーナー活動研究会のこれまでの活動を
通して、大学教育の中における課外活動の教育
的効果について検討することを目的とした。
つくば国際トレーナー活動研究会の紹介
理学療法士としてスポーツ傷害に携わりたい
といった希望をもって入学してくる学生は非常
に多い。しかし、スポーツ傷害を扱う理学療法
領域は限られており、理学療法士免許取得後、
すぐにスポーツチームのトレーナーとして働く
ことは非常に難しい。
そのような学生の要望に少しでも応えるため
に本学理学療法学科では、スポーツ傷害に関連
する科目として、スポーツ科学（選択　２年次
履修）、運動学実習（必修　２年次履修）、スポ
ーツマッサージ（必修　４年次履修）、スポーツ
障害と理学療法（選択　４年次履修）といった
スポーツ分野の理学療法関連科目を開講してい
る。医療保健学部が設置された２年目の平成20
年度に学生よりスポーツ分野の理学療法につい
て、授業を通じた学びだけではなく実践の場で
の学びを経験したいという要望があった。当時
は、学生だけでは活動の方向性が見出されてお
らず、本論文共著者の内１名が協力する形で、
まずはスポーツ医学やスポーツ科学に関する知
識や技術の講習（傷害予防やパフォーマンス向
上のためのコンディショニングの方法と実践、
スポーツ傷害の病態や発生機転の理解、また、
それらを理解するための解剖学や運動学）から
課外活動を始めた。本学理学療法学科には中央
競技団体、企業や大学、高校のスポーツチーム
でのトレーナー経験を持つ理学療法学科教員が
他にも３名所属していたことから、その３名の
教員の協力も得ることが出来た。しかし、正規
のカリキュラム外の時間で行なうこと、活動中
の事故等への対応を考えると、課外活動団体を
設立し、活動を大学に認めてもらう必要があっ
た。本学の課外活動団体の規定では、課外活動
団体の種別には部会と同好会があり、同好会で
の１年間の活動実績を示した上で、部会への昇
格申請を行なう制度となっている。そこで、同
好会の設立準備、申請を行ない、平成21年４月
に「つくば国際トレーナー活動研究会」が発足
した。設立当初は理学療法学科学生３年生27名、
２年生８名の35名が入会した。その後、１年生
6名も新たに加わり、平成21年度は41名で活動
し、平成22年度には新たな１年生を加え、4年
生までの全学年が揃い51名で活動を行なった
（表１）。さらに、平成22年７月には「つくば国
際トレーナー活動研究会」の部会昇格が認めら
れた。
本研究会は、スポーツ医学ならびにスポーツ
科学の研鑽を通じて、スポーツ現場でのトレー
ナー活動に必要な基礎を学び、実際の現場で活
動を行なうための知識・技術を身に付けること
を目的としている。また、本会の目的遂行のた
めに表２に示すような活動を行なうこととして
いる。
正会員はつくば国際大学の学生で構成されて
いるが、将来的には医療機関およびスポーツ現
場等でのトレーナー活動を行なっている理学療
法士として学生に情報提供や活動援助を行なう
ことが出来るように、卒業生（理学療法士有資
格者）も本会の構成員としている。
設立当初、学生への知識や技術の教授につい
ては著者以外の理学療法学科教員の協力も得ら
れたが、トレーナー活動研究会の活動運営にあ
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たる顧問教員は１名であった。平成22年、活動
が大学内での知識や技術の享受だけでなく、フ
ィールドでの体験を行なっていくようになり、
顧問教員の負担が増していったが、活動内容に
理解を示し、活動を支援してくれる理学療法学
科教員２名が新たに顧問に加わり、計３人で活
動を支援した。また、設立から１年間の活動を
通して、学生同士で協力し合いながらも、上級
学年の学生が下級生を指導するシステムが確立
していった。
トレーナー活動研究会の活動状況
─学─内─に─お─け─る─活─動─（─図─１─）
設立初年度（平成21年度）は、学内でスポー
ツ医学やスポーツ科学に関する知識や技術の習
得を目的に、週２回の勉強会が開催された。こ
の勉強会では、スポーツ現場でのパフォーマン
ス向上（競技力の向上）や傷害予防を目的に行
われるコンディショニングについて、実技練習
を交えて行なわれた。具体的には、教員が競技
パフォーマンス向上を目的としたコンディショ
ニングトレーニング（コーディネーショントレ
ーニング、スタビリティートレーニング、アジ
リティートレーニング等）や傷害予防を目的と
したストレッチング（スタティックストレッチ
ング、ダイナミックストレッチング）、テーピン
グを実際に行なった後に学生らは模倣しながら
鈴木康文 他／医療保健学研究　４号：51-60頁（2013）
53
表１　部員数の推移
表２　トレーナー活動研究会の活動内容
図１．マラソン大会に向けての実技練習の様子
学んだ。
また、夏には富士五湖周辺でコンディショニ
ングトレーニングの実践や心身の鍛練、自己の
体力評価の機会としての長距離走を行なう合宿
を張り、学生の士気の高揚を図った。宿の手配
や交通手段の確保、合宿中のスケジュールなど
準備、運営は出来るだけ学生に行わせるように
し、学生の主体的な活動を促した。この年以降、
夏合宿は毎年行なわれるようになった。
平成22年度からは活動内容が若干変更され、
文献抄読とコンディショニングの実演を行なう
ようになった。文献抄読は毎週水曜日、始業前
に行なわれ、学生はスポーツ医学やスポーツ科
学に関する文献の要点を整理し発表した。また、
コンディショニングの方法については毎週火曜
日の放課後に、学生らがどういった体力要素を
鍛えるためにどのようなトレーニングの方法が
あるのかを自分達で調べ、実演するようになっ
た。
─学─外─に─お─け─る─活─動─（─表─３─）
１）マラソン大会でのトレーナーブースの設置
（図２）
習得した知識や技術をスポーツの現場で実践
するために、平成22年度から近隣市町村で開催
されるマラソン大会会場内でトレーナーブース
を設置し、コンディショニングサポート活動を
行なうことになった。
はじめに学生とマラソン大会主催者とのミー
ティングを行なった。最初の大会では、どのよ
うな形でトレーナーブースを設置してよいのか
イメージが掴めていなかったので、ジャパン・
アスレチック・トレーナーズ協会（JATAC）が
行っているトレーナーブースでの活動の手伝い
として参加することとなった。これを機会にト
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表３　トレーナー活動研究会の学外における活動
レーナーブースの運営方法や参加選手のへのケ
アの実際を学び、その大会の翌月行われるつく
ばマラソン大会で、自分達で初めてトレーナー
ブースを設置することとなった。毎週行なわれ
ている活動で選手へのストレッチングやマッサ
ージといったコンディショニングの方法や選手
への接し方、起こりうるスポーツ傷害の特徴や
対処法、使用する物品や役割分担等を確認し、
大会本番を迎えた。大会当日は130名の選手の
方がトレーナーブースを利用してくださり、一
時期、待合の椅子がすべて埋まってしまうほど
の盛況であった。今後の課題として、学生トレ
ーナーのスキルに差があったこと、選手一人一
人にかける時間がまちまちだったこと、結果と
して選手の待ち時間が長くなってしまったこと
があげられた。その後も毎週の活動の中で、こ
の大会での反省を活かし、コンディショニング
方法の練習を重ね、翌年１月に行われた牛久シ
ティマラソン大会でもトレーナーブースを設置
し、130名の利用があり、利用した選手からは
感謝と励ましのメールを頂くなど好評を得てい
る。その後も毎年、近隣地域で開催される「つ
くばマラソン大会」、「牛久シティマラソン大会」、
「かすみがうらマラソン大会」にトレーナーブー
スを設置し、学生は習得した知識や技術、さら
に医療専門職に必要な接遇態度を含む総合的な
実践力を養う学びの場として位置づけ、大会運
営に積極的に協力している。
２）高校・大学部活動支援（図３）
平成23年度からは、高等学校の部活動での活
動支援として、学生トレーナーを野球部とラグ
ビー部に派遣し、トレーニング指導やコンディ
ショニングサポート活動を行なっている。それ
ぞれの部活動に、普段の放課後練習には週２回、
それ以外にも週末の練習試合や公式戦、さらに
は合宿や遠征等に２～３人の学生トレーナーが
帯同し、体力測定を中心とした運動機能の評価、
目的に応じたトレーニング指導、ウォーミング
アップ、クーリングダウン指導、ストレッチン
グやテーピング、アイシングといったコンディ
ショニングサポート、傷害を負った選手のリハ
ビリテーションサポートを行ない、選手がより
ベストな状態で競技ができるように努めた。ま
た、他大学体育会運動部のメディカルチェック
にも測定者として参加し、測定のための手技や
技法を学び、測定評価の実技能力の向上に努め
た。しかしながら、はじめのうちはこれらのサ
ポートを学生トレーナーだけですべてが行なえ
るわけではなく、顧問教員が一緒に同行し、具
体的なトレーニングやスポーツ傷害予防のため
の方法、運動機能評価を実演しながら学生トレ
ーナーにアドバイスを行ない、徐々に学生トレ
ーナーが中心になり活動できるように支援して
いった。
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図２．マラソン大会でのコンディシ
ョニングサポート活動
図３．高等学校の部活動での活動支援
３）震災後のボランティア活動（図４、５）
平成23年３月11日に発生した東日本大震災
後、トレーナー活動研究会の部員の一人が、被
災した人のために少しでも力になりたいと「今
できること」と題したメールを約30人の部員に
一斉送信し、土浦市霞ケ浦総合運動公園体育館
に参集することができた７名の部員が次々に送
られてくる支援物資の仕分け作業や避難所生活
を強いられた子供たちとの遊びや学習を通じた
支援活動を大学が再開する前日の４月５日まで
継続して行った。また、毎年夏に行われていた
合宿は震災ボランティアに代替し、宮城県岩沼
市にて健康科学大学トレーナークラブと合同で、
仮設住宅を利用されている方への体操指導やマ
ッサージ、仮設住宅周辺の環境整備、児童館の
子供たちに遊びを通した支援活動を行なった。
翌年３月にも４名の部員が健康科学大学トレー
ナークラブと合同で再度岩沼市に赴き、前年同
様の支援活動を継続して行なった。
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図４．震災後のボランティア活動の記事（平成23年４月９日 茨城新聞 許可を得て掲載）
図５．宮城県岩沼市でのボランティア活動の様子
活動を振り返って（教育的効果）
トレーナー活動研究会の設立当初は、顧問教
員が学生にスポーツ医学やスポーツ科学に関す
る知識や技術を一方的に伝達する知識習得型の
課外活動であった。しかし、これでは教員が学
生に向けて情報を発信しているだけの活動であ
り、学生が主体的に自ら活動を成し得ていない
ため、活動の中心を学生にシフトしていく必要
があった。そのため研究会設立の翌年以降は、
学外に活動のフィールドを持ち、学生自らがト
レーナー活動を体験するようにした。学んだ知
識や技術を試しながら、そこから課題を発見し、
顧問教員のアドバイスをもとに学生自らが考え、
課題解決にあたる能動的な活動を目指した。
近隣市町村で開催されるマラソン大会や高等
学校や他大学の部活動でのトレーナー活動では、
今後、学生が理学療法士になった時に診る機会
のあるスポーツ傷害に直接触れることができ、
身体機能の特性や競技特性を考慮したコンディ
ショニングやリハビリテーションの手法を実践
的に学ぶことができるよい学習機会であり、ス
ポーツ傷害に関する理学療法を学習する上で必
要な知的好奇心を高めるよい機会であったので
はないだろうか。また、このような学外に対し
ての働きかけは、責任と自覚、選手や部活動の
監督・コーチとの人間関係の構築、他者との協
調性といった社会の中で生き抜くための基本的
な能力の涵養に大いに役立つものと考える。
震災ボランティアでの支援活動は学生の自主
的な判断の下に行なわれ、また他大学と合同チ
ームを結成し組織的な活動の中で、メンバー間
の相互理解や役割分担とそれに伴う責任を意識
することにより、コミュニケーション能力やリ
ーダーシップ等の人間基礎力が培われた。そし
て何よりも学生らは、困っている人、悩んでい
る人を助けるために支援しようという「人のた
めに尽くす」トレーナースピリッツ(山本，
2004b)を遺憾なく発揮していた。震災ボランテ
ィア活動において、学生が主体性を持ってこれ
までの活動を通して身につけてきた力を十分発
揮できたことは、学生の社会的な成長を示して
いる。
近年では、人とのかかわりや実体験を得る機
会が乏しくなっていることや、親への依存が高
まっていることが指摘されている。（中略）その
ために学生生活を能動的に送れず、自己の目的
を達成できないまま４年間の大学生活を終えて
しまったり、不登校や、不本意ながら休・退学
をしたりする学生が増えている(文部省高等教育
局・大学における学生生活の充実に関する調査
研究会，2000)。本来、学生の主体的な意思に
基づいて活動がなされるべき課外活動(下村，
1989)でさえ、最近の学生では明確な目的意識
を持ちえることもなく、積極的に取り組むこと
も少ないと言われている(関，2003)。従って、
学生の主体性だけに期待していても課外活動の
活性化は難しい。
トレーナー活動研究会の場合、トレーナー業
務の経験のある顧問教員が３名おり、学生にト
レーナー活動を通して社会人基礎力「前に踏み
出す力」、「考え抜く力」、「チームで働く力」(社
会人基礎力に関する研究会，2006)を身に付け
させるような教育を実践し、学生が大学生活の
中で充実感や達成感を実感できるような働きか
けをしたことが、課外活動における活性化、学
生教育の充実につながったものと考えられる。
ただし関わりあい方として、学生に一方的に知
識を教授するものから、実体験の中で習得した
知識や技術を活用し、問題が発生した時に課題
解決に向けて学生が主体的・自主的に取り組め
るような支援に変容する必要があった。その結
果、学生自身が浜崎らの報告(浜崎他，2010)に
あるように、課外活動に積極的に参加するよう
になり、自分の役割や責任を果たすことで、充
実感、達成感、満足感が得られることが示唆さ
れた。そして、このような実践的な課外活動が、
今大学教育で求められている総合的な学習経験
(中央教育審議会大学分科会大学教育部会，
2012)に繋がり、創造的思考力の育成の一助と
なったものと考えられる。
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おわりに
学生生活の中で、①責任ある立場を経験した
時、②目標を持った時、達成した時、③考え悩
み、落ち込んだ時、④やり遂げた時、完成させ
た時、⑤人に喜ばれた時、活動が評価された時、
⑥勝った時、負けた時、⑦刺激しあえる仲間や
優秀な人に出会った時、⑧他分野の団体や個人
と接した時、⑨尊敬できる教員に出会った、顔
を覚えてもらった時、⑩学ぶ必要性を理解した
時に学生は成長することがいわれており(立命館
大学，2003)、そういった意味では課外活動は
学生の人間的成長を促す場となり得る。また、
部活動・サークル活動は本来の目的である興味
を満たし技術を向上させる機能だけではなく、
活動を通じた人間関係の中から、心理的支えと
しての安定化やリーダーシップ、社会的規範の
取得などの陶冶の機能を併せ持つことを報告し
ている(新井と松井，2003)。
トレーナー活動研究会が行ってきたマラソン
大会や高等学校でのトレーナー活動、震災後の
ボランティア活動など、学生自らが学んだ知識
や技術を実践し、そこから課題を見つけ、解決
に向けて取り組んできた活動が、学生の知的好
奇心の充実と自信、そして自主性の向上につな
がり、人間的成長を促したと考えられる。
寺本らは成長の自覚が、自らが獲得した自信
（自信力）を生み、違ったフィールドにおいても
主体的な活動を可能にしていることを報告して
いる(寺本，2007)。特に本学のような医療保健
分野の教育のなかで臨床実習のような問題解決
能力が求められるような場面において、課外活
動で得られた経験をどのように活用できるかが
大きな課題である。
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Abstract
The Athletic Trainers Society of Tsukuba International University was set up in April 2009 at our university
as a club for extracurricular activities. We investigated the educational effects of extracurricular activities in
university education through the club’s activities up to the present. The club’s activities associated with off-
campus experiences (such as athletic training activities for local marathon races and high school clubs, and
volunteer activities for the Great East Japan Earthquake) were good opportunities to stimulate the students’
intellectual curiosity necessary for studying the regular curriculum. They are also thought to cultivate
students’ basic knowledge to survive in the society such as awareness of social responsibilities, establishment
of personal relationships, and leadership and cooperativeness development. Such practical extracurricular
activities bring students the experience of comprehensive learning and can help students nurture their
creative thinking abilities. In the education of medicine and public health, which our university offers, it is an
issue in the future to ﬁnd how we put the experience gained through extracurricular activities to practical use
in the situations like clinical training where problem-solving abilities are required. (Med Health Sci Res TIU 4:
51–60 / Accepted 6 March, 2013)
Key words: Extracurricular activities, Athletic training activities, Volunteer activities, Basic skills for living
as members of society, University education, Creative thinking abilities
